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談 話 室

風 来 坊 の 記

森 崎
*

弘

電 気 通 信 大 学

電気通信研究施設

どうも私 は一 ケ所に永 く居れ ないとい うジンクスがあるのか,転 居,転 職が他人 よ り多い ようです。

転居の方は親の責任範囲 も入れ ると20回 以上,過 去10年 間 は年一回の割 にな りま しよ うか,3年 余 りの

外国生活の間に もちやんと3回 住所を変 えて しまいま した。仕事 の方 もあちこち変 って,今 年 は大阪か

ら東京へ,こ れか らもいつまでこんなことが続 くことや ら。

オース トラリアでの事な ど

オース トラワアでの3年 余 りの大学生活は大変楽 しい もので した。週二回のDuty(学 生実験の世話)

以外 は全 く自由な研 究時間で したし,テ ーマについて も何 の干渉 も受 けなか ったので自分の思い通 りに

進めることができま した。 とりわけ,指 導教授 であったL,W.Dalvies教 授 とのDiscussionを

通 じて貴重な研究の方法論 を学ぶ ことがで きたよ うな気が し'ます。 ある時,こ んな事 があ りま した。新

しい測定 データについて2時 間余 り議論 した日の翌 日,朝,大 学に出て みると机 の上 に一枚 の メモ用紙

が置 いて ありました。そ こπは前 日みせ たデータに対す る新 しい解釈 が示 してあ り,数 値計算 にょって

可能性のチェジクまでがな されていま した。 データを大切に して徹底的 に考 えるとい う事 を教えて くれ

た,こ の一枚の メモ用紙の事 はいつまでも忘れ ることができません。そ んな教授 も,家 庭では展型的な

オース トラリアンハズバン ドで・食事 の後 では皿 をふいた リテーブルをか たずけた りで,ほ ほえましい

光景 でした。

渡航す る時 には羊の肉で もたっぷ り食べて遊 んで くるよ うにと言われ ましたが,仕 事が進 みだす とや

は り日本人 ペースになって しまってBusyboyだ とか らかわれた りしましたが,WorkshOPの

人等 みんなよ く協力 して くれました。そ んな訳で,あ ま り地方 を回 る事は 出来 ませ んで したが,㌦シ ドニ

ー 自身ナ ば らし く美 しい町で,十 分楽 しむ事 が出来ま した。紺碧の海 と広い芝生の庭のある家,底 抜け

に明 るい人 々,そ れ π何 よ りも若い女性の美 しいことが印象的 でした。

向 うの大学で気 のついた点は何 よりも図書館 がすば らしい ことで しよ う。学術雑誌は非常 に良 く整理

され て澄 り,一 冊 の欠号 もあ りません。Phys.Rev.等 の主 な雑 誌は貸 出用 と禁貸出の二種類用意 さ

れているので必ず 目的の文献が手 に入 ります。 日本 の場 合のよ うに,一 つの文献 をあっちの研究室,こ

っちの研究室 と気 がね しなが ら探 し回 るのは全 く能率 の悪 いことです。又,毎 日朝9時 か ら夜は11時

まで週末 も開いているのでいつで も利用で きます。図書館 の職員は昼夜二交代 でや っているようでした。

ちなみに,私 のいたSchoQ↓ofE■ectric組Engineeringに あ った 工BMの360は24時

間連 続違転 でJobを さばいていま した。阪大のコンピュー タも早 くこうなってほレい ものです。

オース トラ りアで最 も権威 ある国立の研究組織 にC.S.エ.R.0(Commonwea■thScient一

脚注*森 崎氏は46年2月 か ら47年6月 まで低温センター吹田分室の液化室長を勤められ,液 体

窒素の自由供給制,液 体水素の液化供給の開始,液 体ヘ リウムの供給回数の増加,共 同利用実

験室の建設,超 電導マグネットの導入等の仕事にどりくまれ,現 在の低温センターの基礎を作

られました。
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ificand工udustrialResearchOrgan'izatiQn)が あ ります。 この組織は各方 面

の研 究所 で構成 されていますが,そ の中にN飢ionalStandardLaboratQry).と い う研究

所が あります。 この研究所は シ ドニー大学の構内にあ9,有 名な低温工学 の教 科書を書 いたWhite等

が 寿り,.オ ラ ンダのOnnesLab.と な らぶ低温工学のメッカです。そ こには腕 のいい職人 のい る

Workshopが あ って,研 究用 の冷凍機の熱交換器 やク ライオス タッ ト等特殊な ものはすべて自家製

でまかな っているのが印象的 でした。

低温 セ.ンターの事など

吹 田地区の低温セ ンターには昨年6月 まで約一年半お世話に なりました。当時,私 はオ ース トラリァ

か ら帰国 して職 がなかったので,言 わば失業 救済 のよ うな形だ ったと思います。その頃,低 温 セ ンター

では三菱の液化機UL-150Eは トラブルの連続で した。外部 液化方式で,ビ ヤダルを大 きくした よう

な2504コ ンテナーにつながっていたのですが,ガ チャガチ ャとす さ.まじい騒音をたてて半 日運転 し

て も液が たま らない,夜 遅 くまでかかってや っと20～304た まった様子 なので くみ出そ うとす るとガ

スばっか りで液 が出ない,あ げ くのはてに次の 日来 てみるとコンテナーの蒸発量が多す ぎて回収装置が

パンクしていた等 々。そ こで,.大 型 コンテナーには早 々と見切 りをつけて液化機 を内部液化方式に改造

す るように三菱電機 に要求 しま した。か な り強引な事 を言 ったので三菱電機に はひ ど く迷惑をかけ たか

もしれません。 しか し,と にか く内部液化方式に してか ら事態.はかな り良 くなった よ うに思います。

150Eは84/hr級 の液化機2台 か らなってい るので・くみ出しが2本 並行 して行えます し,必 要のな

い時 には単機運転 もで きます。騒音の方 も,内 部 の温度がある程 度下 がるまでがひ どいので,一 時間程

度がまんすればよ くな.りま した。

150Eが 軌道 に乗 ると,次 にや らねばな らなかった事は水素液化 です。それ'までHe用 に 使っていた

UL-80Hを 水 素用に改造 して試運転 を しま したが,初 めは職員一同,水 素に対す る恐怖心が先 にたっ

て・交替 で永素検知器 を胸にかか えて恐 る恐る液化機の上部か らボンベのバルブ・まで隈無 く嗅 ぎ回ったもの

で した。又,容 器 に くみ出 してみた ところ,蒸 発量が異常に多 く,み るみる風船 がふ くれて来ます。そ

の時 には これがオル ソパ ラ転換 による蒸発 とは気 がつかず,す っか りあわてて しまったの を覚 えていま

す。

しか し,と にか くこの ようにして吹田地区の低温 センターの業務 は何 とか軌道に乗 り,昨 年度か らは

:豊中地区へ も多少定期的 に液体ヘ リウムを補給 で きるよ うになっている事は,全 学組織 としての低温セ

ンターのス タイルに近づいて きたのではないかと思 って喜 んでいます。

昨年度は又,科 学研究費で100K:G大 型 超電導マグネッ ト等が認 め られ,低 温 センターが液化 ガスの

供給施設に加えて,低 温研 究用の設備 を持つ ことにな りま した。 当面,こ れ らの設備 は希望する研究者

が利用 してい くことになるで しよ うが,今 後 さらに低温セ ンターが研究部門を含めて質量 ともに充実 し

てい くためには,、学部,学 科 の連携 を強め,真 に学門の発展に必要 なプ ロジェク トを掲げて各方 面の専

門家 を動員 出来 る体制 を作 り上げ る事 が必要 と考 えます。 とか くこれまで,低 温部門が特殊な フィール

ドとみ られていたために,液 化部門が一部の学科 あるいは講座の専有施設 とみなされがちで あったか も

しれませんが,そ のよ うな慣 習があらため られ,今 後低温 センターが真の意味 の全学施設 として発展 し

てい く事を祈 って筆を診 きます。

一11一


